
提

出

者

田

中

慶

秋

平
成
十
四
年
六
月
二
十
五
日
提
出

質

問

第

一

一

三

号

原
子
力
発
電
所
新
増
設
及
び
核
燃
料
等
の
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
、
二
十
一
世
紀
の
自
動
車
産
業
の
あ

り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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原
子
力
発
電
所
新
増
設
及
び
核
燃
料
等
の
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
、
二
十
一
世
紀
の
自
動
車
産
業
の
あ

り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書

先
般
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
地
球
温
暖
化
対
策
の
実
効
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
の
回
答
書
に
対
し
て
、
今
回
、
回
答

の
問
題
点
と
さ
ら
な
る
質
問
を
す
る
。

一

原
子
力
発
電
所
新
増
設
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
防
止
に
対
す
る
基
本
的
姿
勢
は
現
実
面
と
理
想
面
と
に
大
き
な
乖
離
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
原
子
力

発
電
所
が
十
基
か
ら
十
三
基
程
度
の
新
増
設
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
社
会
事
情
を
考
え
る
と
難
し
い
の
で
は
な

い
か
。
例
え
ば
、
福
島
の
原
発
の
新
増
設
に
つ
い
て
見
る
と
、
町
議
会
及
び
町
長
は
推
進
し
て
い
て
も
福
島
県
知
事
は
昨
年

二
月
に
原
子
力
政
策
の
見
直
し
発
言
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
住
民
の
反
発
も
強
い
。
さ
ら
に
、
核
燃
料
に
対
し
負
担
増
と
な

る
新
た
な
税
率
変
更
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
は
当
初
計
画
の
新
増
設
は
不
可
能
な
状
態
と
思
わ
れ

る
。今

回
の
回
答
に
よ
る
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の
十
基
か
ら
十
二
基
の
原
子
力
発
電
所
の
使
用
開
始
を
見
込
ん
で
い
る
点

と
、
原
子
力
発
電
に
よ
る
電
力
供
給
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
十
基
か
ら
十
三
基
程
度
の
原
子
力
発
電
所
の
新
増
設
は
、
実

一



現
可
能
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
と
す
る
政
府
の
見
通
し
は
楽
観
的
か
つ
妥
当
性
を
欠
く
も
の
で
あ
り
理
解
し
か
ね
る
。
実

現
可
能
と
す
る
根
拠
を
明
確
に
示
せ
。

二

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
け
る
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
に
つ
い
て

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
に
使
用
す
る
使
用
済
み
核
燃
料
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
将
来
の
原
子
力
発
電
所
を
稼
働

さ
せ
る
の
に
最
も
効
果
的
な
燃
料
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
使
用
に
つ
い
て
、
原
子
力
発
電
所
新
増

設
の
厳
し
い
進
捗
状
況
と
併
せ
て
、
将
来
的
見
通
し
が
た
っ
て
い
な
い
。

今
回
の
回
答
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
大
綱
に
お
い
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
に
つ
い
て
の
六
％
削
減
目
標
の
達
成
を
、

現
在
行
っ
て
い
る
排
出
抑
制
対
策
の
着
実
な
実
施
と
追
加
対
策
の
実
施
に
よ
り
達
成
可
能
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
Ｍ
Ｏ

Ｘ
燃
料
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
組
み
込
ん
で
い
る
の
か
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
は
総
体
的
な
目
標
値
を
示
し
て
い
る
だ
け
で

個
々
の
具
体
的
施
策
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
地
球
温
暖
化
対
策
に
対
す
る
回
答
は
不
十
分
で
あ
る
。

三

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
自
動
車
開
発
に
つ
い
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
論
じ
る
中
に
、
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
に
よ
る
地
球
温
暖
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
排
気
ガ
ス
の
問
題
は
地

球
温
暖
化
対
策
に
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
現
在
、
我
が
国
に
は
七
千
五
百
万
台
を
超
え
る
自
動
車
が
あ
り
、
さ
ら
に
二
千
万

二



台
超
の
自
動
二
輪
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
�
は
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
点
を
解

決
す
る
施
策
と
し
て
電
気
、
水
素
ガ
ス
等
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
新
た
な
自
動
車
の
開
発
が
進
め
ら
れ
、
一
部
に
は
既
に

実
用
化
を
み
て
い
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
自
動
車
開
発
は
国
際
間
の
競
争
が
激
し
さ
を
増
し
て
く
る
こ
と
は
十
分
に
予
測
さ
れ
る
。
特
に
特

許
所
有
権
の
問
題
と
産
官
学
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
欠
か
せ
な
い
。

二
十
一
世
紀
の
我
が
国
の
産
業
を
鑑
み
た
と
き
、
技
術
革
新
が
国
の
行
く
末
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
情
報
産
業
に
重
点
を
置
く
と
同
時
に
、
国
策
と
し
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
自
動
車
開
発
の
推
進
が
産
業

界
全
体
の
後
押
し
と
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

二
十
一
世
紀
の
技
術
革
新
と
産
業
革
命
的
役
割
を
担
う
新
た
な
自
動
車
開
発
が
、
我
が
国
の
産
業
の
空
洞
化
対
策
に
貢
献

し
て
く
る
し
、
経
済
発
展
に
も
寄
与
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
現
に
低
公
害
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
で
、
我
が
国
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
は
世
界
で
優
位
性
を
発
揮
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
政
府
は
全
面
的
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

以
上
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
連
し
た
技
術
革
新
が
我
が
国
に
は
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
政
府
の
取
り
組
み
と
将
来
の
見
通
し
を
如
何
に
考
え
る
か
。

三



右
質
問
す
る
。

四


